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概 要

三体崩壊反応を用いて、中性子が 2個放出される際の相対エネルギー分解能 Erelを
求めるシミュレーションを行った。その手順についてまとめておく (結果は物理学会で示
した)。

1 全体の流れ

図 1に Erelを求める際のセットアップを模式的に表す。入射エネルギーと相対エネルギー
を与えた三体崩壊反応において、標的で放出された荷電粒子、中性子 2個の運動量を demons
の初期値として引き渡す。
荷電粒子に関しては運動量の 1/700の運動量分解能を加味する。中性子に関しては demons

を用いて NEBULAで検出し、運動量の観測値を算出する。観測された運動量を用いて、相
対エネルギーを組み、初期値として与えていた相対エネルギーとの差から相対エネルギー分
解能を求める。
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図 1: セットアップ
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1.1 三体崩壊プログラムの流れ

inputファイル [acc_3body_demo.sh] に 2次ビーム・標的原子核、反応後の放出粒子、中
性子分離エネルギー、運動量アクセプタンス等の情報を設定しておく。

$ make

$ ./acc_3body_demo.sh

というコマンドで、三体崩壊プログラム [acc_3body_demo.f]のコンパイルと実行をする。
三体崩壊プログラムの流れは図 2のようになっている。

cm系から lab系への運動量の 3次元ローレンツ変換は、

~plab = ~pcm + ~βγ

(
γ

γ + 1
~β・~pcm + Ecm

)
(1)

と行った。
標的中で放出された荷電粒子、中性子 2個の運動量を demonsの初期値として引き渡す。

1.2 demons内monteの流れ (2n バージョン)

三体崩壊で放出される 2つの中性子を検出するため、demons内のサブルーチンmonteを
図 3のような流れに変更した。
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図 2: 三体崩壊プログラムの流れ
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図 3: monteの流れ (2n バージョン)
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